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論 文 内 容 の 要 旨 
 
【目的】強制オシレーション法（FOT）は呼吸機能を評価する方法として広まりつつある。しかし、
成人喘息におけるメサコリン負荷気道過敏性試験に関する FOTパラメータについてはあまりわかっ
ていない。この研究では、メサコリン負荷による FOTパラメータの変化を解析し、喘息患者における
気道過敏性に寄与する因子を検討した。 
 
【方法】22名の喘息患者と 21名の健常者において、メサコリン負荷試験前とメサコリン最大濃度吸
入後にスパイロメトリーと FOT を行った。FOTは Impulse oscillometry（IOS）システムを使用して
測定した。 
 
【結果】喘息患者におけるメサコリン負荷前後の周波数 5Hzにおける気道抵抗（R5）、周波数 20Hz
における気道抵抗（R20）の変化率は、それぞれ 70%（45-93%）、16%（5-23%）であった。R20の変化
率は努力性肺活量（FVC）や 1秒量（FEV1）の変化率と有意な相関を認めなかった。喘息患者におけ
る R5の変化率は FEV1の変化率と有意な相関関係を認めなかったが、FVCの変化率とは有意な相関を
認めた。更に、R5変化率は closing index（メサコリン負荷前後の FVCの低下率／最大中間呼出気流
（FEF25-75）の低下率）と有意な相関を認めた（r=0.55、p=0.01）。喘息患者におけるメサコリンに
対する気道過敏性（PC20）は、R5変化率と有意な相関を認めた（r=-0.71、p=0.001）。 
 
【結論】気道過敏性試験と FOT の同時検査は有用である。R5変化率の大きさが喘息患者の末梢気道
反応を表し、気道過敏性の評価に有用であると考えられた。今回の研究により、喘息患者における
FOTパラメータの新たな役割を提唱できたと考える。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨  
 
努力性強制呼出を伴わない非侵襲的な強制オシレーション法（FOT）は呼吸機能を評価する方法と
して広まりつつある。しかし、成人喘息におけるメサコリン負荷気道過敏性試験に関する FOTパラメ
ータの寄与因子についてはあまりわかっていない。本研究は、メサコリン負荷による FOTパラメータ
の変化を解析し、喘息患者における気道過敏性に寄与する因子を検討したものである。 
22名の喘息患者と 21名の健常者を対象として、メサコリン負荷試験前とメサコリン最大濃度吸入
後にスパイロメトリーと FOTを行った。FOTは Impulse oscillometry（IOS）システムを使用して測
定した。 
その結果、喘息患者におけるメサコリン負荷前後の周波数 5Hzにおける気道抵抗（R5）、周波数
20Hzにおける気道抵抗（R20）の変化率は、それぞれ 70%（45-93%）、16%（5-23%）であった。R20
の変化率は努力性肺活量（FVC）や 1秒量（FEV1）の変化率と有意な相関を認めなかった。喘息患者
における R5の変化率は FEV1の変化率と有意な相関関係を認めなかったが、FVCの変化率とは有意な
相関を認めた。更に、R5変化率は closing index（メサコリン負荷前後の FVCの低下率／最大中間呼
出気流（FEF25-75）の低下率）と有意な相関を認めた（r=0.55、p=0.01）。喘息患者におけるメサコ
リンに対する気道過敏性（PC20）は、R5の変化率と有意な相関を認めた（r=-0.71、p=0.001）。 
これらの結果から本研究では、気道過敏性試験と FOTの同時検査は喘息患者の病態評価に有用であ
り、R5変化率の大きさが喘息患者の末梢気道反応を表し、気道過敏性の評価に有用であると考えら
れた。 
以上のことから、本研究は喘息患者における FOTパラメータの新たな役割の確立に貢献すると考え
られる。従って、本研究は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
 
